
●会 場  鏡野町立中央公民館（両日とも）　●入場券  2,000円（2回分のセット販売です）
入場券は、５月２５日（土）から鏡野町中央公民館・ペスタロッチ館・各地区公民館で販売します

※演題は都合により変更する場合がありますので、予めご了承ください。

◆日　時／ 6月29日（土）
◆開講式／１３：４５～１３：５５
◆講　演／１４：００～１５：３０
◆講　師／皇室ジャーナリスト

　高清水 有子 氏
◆演　題/
　「国民と共に
　　　～私が取材してきた平成の皇室～」

たか し みず　　ゆう こ まい　　　うみ　 しゅうへい

◆日　時／ 8月24日（土）
◆講　演／１４：００～１５：３０
◆閉講式／１５：３０～１５：４０
◆講　師／ＮＨＫ大相撲解説者

　舞の海 秀平 氏
◆演　題/
　「決してあきらめない」
日本大学相撲部で活躍。山形県の高校教師に内定していたが、夢で
あった大相撲への道をかなえるため、周囲の反対を押し切り大相撲
入りを決意。1990年5月出羽海部屋に入門。同月、幕下付け出しで
初土俵を踏む。翌年（四股名・舞の海）十両に昇進し、9月に幕内入り
を果たす。角界最小の体で「猫だまし」「八艘飛び」などの技でファン
を沸かせ「技のデパート」の異名をとる。引退後、NHK大相撲解説者
の他、テレビ、ラジオ、講演など幅広く活躍。現在、近畿大学経営学部
客員教授。

平成元年より秋篠宮家を中心に情報番組で皇室取材を担当。秋篠宮
両殿下からの信頼も厚く、宮家の出入りが許されているマスコミ人
として有名である。
現在は皇室評論家として、皇室特番のアドバイザー、コメンテータ
ー、皇室関連の執筆、 講演講師の活動をするとともに、歴代天皇の
詔勅研究に参加し研究員として携わる。
神社本庁をはじめ各種団体のイベントでは司会者としても活躍中。

夏期文化講座を開催します

お問い合せ先 鏡野町立中央公民館　担当：小原　電話（0868）54‒0573

５月は「日本赤十字運動月間」です。
　日本赤十字社は、国内外の災害時の救護をはじめ、病気で苦しむ方々のサポート
や各種ボランティア活動、地域に密着した福祉活動など幅広い分野で活動を行っ
ています。
　平成30年7月豪雨災害の際には、岡山県内でも倉敷市・高梁市を中心に医療
救護や救援物資等の支援を行いました。
　こうした日本赤十字社の趣旨にご賛同いただき、会員としてご加入いただける
方には年額500円以上の会費のご協力をお願いしております。
　５月は日本赤十字運動月間となっており、鏡野地区は老人クラブ、奥津地区は
ブロック会長、上齋原地区は民生児童委員、富地区は連絡員の方々がそれぞれ会員加入のお願いに参ります。
　なお、日本赤十字社の会員加入は強制ではありませんが、日本赤十字社の活動資金は多くの方々の温かい善意
によって支えていただいておりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

●日本赤十字社では、地域・団体の希望に応じて講習・講演や防災セミナーを開催しています●
　日本赤十字社では、皆様が健康で安全な生活が送れるよう、事故や急病の予防や救急手当・高齢者の介護の方法の
講習や、医師や看護師等の専門の講師を派遣しての講演を行っています。
　また、災害時には、専門機関が救助活動を行うまでの間、被災者自身が自分や家族を守る（自助）とともに、地域の中
でお互いを守ること（共助）が大切です。日本赤十字社では地域コミュニティの中で「自助」「共助」の力を高め災害から
いのちを守るため、災害図上訓練や講義、炊き出し体験等の防災セミナーを行っています。
　地域・団体で各講演・講習・防災セミナーの開催を希望される場合は、3か月前までに日本赤十字社鏡野町分区まで
申し込みください。

平成３０年度の赤十字運動月間では、2136名の方々に2,019,000円の会費をご協力いただきました。
誠にありがとうございました。

災害時の活動の様子
（提供：日本赤十字社）

日本赤十字社岡山県支部鏡野町分区（鏡野町保健福祉課内）担当：嶋田
電話（0868）54-2986   FAX（0868）54-2891

お問い合せ先

鏡野町文化協会創立50周年記念事業
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